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1. はじめに 

 近年，LED技術の進歩により生活住環境におけ
る照明の在り方が変化している．フルカラーシーリ

ングライトが販売され，生活において容易に有彩色

光が利用できるようになった．さらに人間は有彩色

光照明による心理的な影響があることが認められて

おり[1]，皮膚からも感じることが実証実験で証明
されている[2]．しかし，生活環境において，有彩
色光による心理的な影響を利用して，どのように設

定すれば快適な環境にすることができるのかが明ら

かになっておらず，フルカラーシーリングライトを

設置しても有彩色光が使用されていないのが現状で

ある． 
 本稿では ECHONET Lite対応のフルカラーシー
リングライトを利用して，生活の様々なシーン

における最適な照明光色を決定方法の考察と，

最適な照明光色に設定制御する照明光色コント

ローラについて述べる．  
 
2. 照明光色と心理的影響について 

	 照明光色を変化させるコントローラ作成にあたっ

て，著者らは被験者が有彩色光下においてどのよう

な影響を受けるのかを心理的観点と生理的観点で実

験を行なって評価している[3]．この実験では表 1.
に示した 12色を使用して心理的な評価を行なって
おり，暖かさ，涼しさ，疲労度，眩しさ，落ち着き

度，眠さ，集中度の 7つの項目について考察を行な
い，それぞれの項目についての評価値を得ている．

得られた落ち着き度の評価値を表 2.に示す．	
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.12の光色を用いた心理実験で使用した照明光
色の RGB値 

	
	

表 2. 落ち着き度の評価値 

 
 

3. 照明光色コントローラ 

3.1. 制御方法	
	 今回作成したコントローラは，swift 2によって
作成しており，iOS を搭載したデバイスでの実行
を可能としている．コントローラからの制御に

は HEMS(Home Energy Management System)の標準
通信プロトコルである ECHONET Lite[4]を使用し，
ECHONET Lite 対応の照明の光色を設定させた．
これにより，従来の赤外線リモコンや他の

IoT(Internet of Things)コントローラよりも細かく
有彩色光を実現することができる．コントロー

ラと制御する機器の接続図を図１.に示す． 

 
図 1.機器の接続図 
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	 照明機器と照明光色コントローラは HEMS ゲー
トウェイに WiFi で繋がっており，ルータから割り
振られた IP アドレスを利用して特定の機器の制御
をすることができる．  
	

3.2. 照明光色コントローラのアルゴリズムと実
装	

	 2章で述べた評価値を基に，生活における「勉強
時」，「眠る前」，「運動中」，「入浴中」，「入

浴後」の 5シーンでの最適な照明光色の決定方法を
検討する． 
	 まず，あるシーン Sにおける総合スコアを計算式
(式 1)により求める．このとき，評価値を VSi，心理

的影響の割合を PSiとする． 
あるシーン𝑆の総合スコア

= 𝑉$% + 𝑃$%

(

%)*

										⋯ (式１) 

 
	 全 12色の総合スコアを求め，総合スコアが最も
大きい色を最も適した照明光色と決定する．コント

ローラの画面に示したシーンのボタンを押すと，最

適な照明光色とする ECHONET Liteのコマンドを送
り，照明光色を変化させるようにコントローラを実

現する．照明光色制御フローを図 2.に示す． 
 

 
図 2. 照明光色制御フロー 

 
3.3. 照明光色コントローラの作成結果	
	 各評価項目とシーンの割合は実験等により求める

べきであるが，本稿は照明光色コントローラ作成

にあたり表 3.のように設定した． 
	 表 3.に示した割合と従来研究により得られた評価

値を(式 1)により求めた照明光色を表 4.に示す． 
	 表 4.に示した色の Bは明るい色，Dは暗い色を表
している．照明光色コントローラから ECHONET 
Liteのコマンドを送り，最適な照明光色に変化でき
ることを確認した． 
 

表 3.	 評価項目とシーンの割合 

 
 

表 4.	 最適な照明光色 

 
 
4. まとめと今後の展望 

 本研究で以下のような結果を得た．	

・	 生活シーンにおいて，最適な照明光色を決定

するための指標となる計算式を求めることが

できた．	

・	 各シーンに最適と考えられる照明光色に設定

できる ECHONET Lite 対応コントローラを実
装することができた．	

	 シーンを選択してそれに最適な照明光色を制御す

る基本となる照明光色コントローラを作成したが，

実際に使用したときの被験者への影響を評価するま

でに至らなかった．被験者に良い影響が与えられる

かの実験を行い，定量的な評価を行う必要がある．

さらにバイタルデータを取得して，利用者の状態を

予測し，各利用者に合った制御ができるように改良

したい． 
	  
※本研究はヒトを対象とした研究に関わる倫理審査委員

会(20160714-01)の認可を得て実施した． 
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